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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
チェルノブイリの経験から、子供たちの放射性ヨウ素被曝の予防が必要でしたが、政府からヨウ素剤服用の指示は出されませんでした。次のステップとして、ヨウ素の放出が多かった地域の子どもたちの甲状腺被曝量をすぐに測定すべきでした。しかし1000人程度を測っただけで被曝量は50mSvを越えていないと判断して、それ以上測定しませんでした。そのため、今になって初期の甲状腺被曝量をセシウムのデータなどから推定して計算しています。結局、どのくらいの人数の子どもたちが、どのくらいの放射性ヨウ素に被爆したかは、よくわかっていません。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、甲状腺ガンまたはがんの疑い例の、性別と原発事故時の年齢別の分布です。5歳以下の子どもからはまだ発見されていません。2回目の検査はまだ全員終わっていませんが、平均年齢が低くなり、男の子の比率も高くなっています。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
最初の３年にみつかった113件の甲状腺がんについて、２つの論文が出ています。事故前と比べて約30倍の増加であり、スクリーニング効果だけでは説明できない、という意見は共通しています。しかし、考えられる原因については、過剰診断と放射線影響に分かれています。そのため、福島県以外での甲状腺検診の必要性についても意見が分かれています。
なお、過剰診断とは「放置しても無害ながん細胞をみつけてがんと診断している」という意味です。 
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
2回目の検査では、これまでに51例が発見されました。これらのうち約半分は、1回目で何の兆候もなかった子どもです。がんは非常に早く成長しています。
一方、がんの潜伏期については新しい知見がアメリカの疾病予防センターから出されています。それによると、固形がんの最短潜伏期は２年半で、子どもでは１年と報告されています。
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